
伝統か、それとも改革か 
 

校長 三浦 伸之 

 

 合唱コンクールで３年生全員が歌う学年合唱。これまで代々歌い継がれてきた「大地讃頌（だい

ちさんしょう）」か、それとも新しく提案された「ほらね、」か。生徒のみならず、保護者、地域の

皆様からもいろいろなご意見をいただきました。 

 実際に歌う３年生へアンケートを実施して意見を聞いてみました。アンケートは「大地讃頌」「ほ

らね、」「どちらでもよい」のいずれかを選び、その理由を書いてもらいました。 

 

〇「大地讃頌」を選んだ生徒の主な意見 

・西中学校の３年生が今までずっと歌ってきた曲で、私たちも歌い継いでいきたいと感じたから。

これを歌って合唱コンクールを締めくくる３年生の頼もしい姿を 2 年間見てきたから。 

・今まで西中で歌い継がれた伝統の曲だし、７４期と７５期の迫力がすごくて３年生になって大

地讃頌を歌うのが憧れだったから。 

・大地讃頌は西中３年生が合唱コンクールの学年合唱で歌う伝統的な歌で、私は１年生の時に初

めて大地讃頌を聞いて感動して、大地讃頌を立派に歌い切りたいという思いから２年間頑張っ

てきました。大地讃頌を歌いきることが西中生の誇りのようなものであり、受け継いでいかな

ければならない伝統だと思います。 

・「ほらね、」も素晴らしい歌詞とメロディだと理解しつつも先輩方の大地讃頌を聞いて２年間過

ごしたため、どうしても強い憧れがあるから。 

・どちらも選ぶべき正当な理由があるが、先輩方が壮大なホールで歌ってきたのを見てきた自分

にとって大地讃頌は一つの憧れであった。１、２年生の頃から音楽室から聞こえるきれいな歌

声の大地讃頌を歌いたいと考えていたため大地讃頌を選んだ。 

 「大地讃頌」を選んだ生徒は、長年歌い継がれた西中の伝統を受け継ぎたい、先輩の姿や歌声に

憧れていた、合唱コンクールを締めくくるのにふさわしい歌だからという意見を多く見ることがで

きました。 

 

〇「ほらね、」を選んだ生徒の主な意見 

・歌詞の意味を理解して歌うことが歌にそれぞれの想いがのり、聴く人を感動させる歌を作るこ

とにつながると思う。大地讃頌も壮大な歌でかっこいいと思うけど、自分は聴く人を圧倒させ

る感動より、「ほらね、」の歌に込められた想いを７６期で歌うことで聴く人を感動させたいと

思ったから。 

・大地讃頌は西中の伝統ある合唱曲であり、３年生が歌っているのを見てこれを歌いたいという

気持ちはあったけれど、先生の思いも私に届いたし、すごくいい曲だったから７６期で新しい

伝統をつくっていけばいいと思ったから。 

・代々歌い継がれてきた歌を大切にするのもいいと思うけど、個人的には歌いやすい「ほらね、」

の方が気持ちを込めて歌うことができるからいいと思う。また聴いている方も歌詞を理解しや

すく心を動かされるのかなと思った。 

・「ほらね、」の歌詞が自分に響いたから。伝統を受け継いでいくことも大事だけど。新しい歌にも

挑戦してみたいと感じたから。 

・歌詞の意味が読み取りやすくて聴いてくれている人全員に歌詞に込められた気持ちが伝わると

思ったから。 

 

 

 

 
学校教育目標 
目指す生徒像：豊かな心と学ぶ意欲を持ち、たくましく生きる生徒 
目指す学校像：すべての生徒に喜びと感動を育み、笑顔あふれる西中学校 
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 「ほらね、」を選んだ生徒は、歌詞の意味が理解しやすかった、歌詞の意味に共感した、歌詞の

意味を歌い手として聞いている人に伝えたい、伝統にこだわらず新しい曲に挑戦したいという意見

を多く見ることができました。 

 

〇「どちれでもよい」という生徒の主な意見 

・大地讃頌の伝統的な歌で受け継がれてきたこともあると思うし、「ほらね、」の歌詞に込められた

思いや今の私たちに合っているいい曲ということもわかるため決めきれないからです。 

・先輩たちが歌っていた大地讃頌に対する憧れと、「ほらね、」の歌詞に対する感動の両方があるた

め、どちらが選ばれてもよいものにできると思ったから。 

・大地讃頌は今まで積み上げてきた伝統を守っていくことが大事だと思ったから。「ほらね、」は自

分たちの代から歴史を変えるようなことをしてもいいと思うから。どちらも魅力があって、歌

詞や曲のよさがあったから。 

・長年歌われてきた大地讃頌もいいと思うし、「ほらね、」も３学年らしい素敵で私たち中学校最後

の合唱コンクールの歌に合っていると思ったから。どちらもよくて私は決めきれなかったから。 

・西中の伝統を受け継いでいかないと西中のモットーが崩れてしまうから大地讃頌だけど、歌詞

を見たときに７６期に合っているのは「ほらね、」なのでどちらでもよいにしました。 

 「どちらでもよい」を選んだ生徒は、どちらもいい曲で決めきれないという意見を多く見ること

ができました。 

 

 アンケートの結果ですが、「大地讃頌」を選んだ生徒は約５０％、「ほらね、」を選んだ生徒は約

２５％、「どちらでもよい」を選んだ生徒は約２５％でした。このことから、３年生の約半数の生

徒が選んだ「大地讃頌」を今年度の３学年合唱曲と決定いたしました。 

 

 伝統か、それとも改革か。３年生の皆さんはこの学年合唱の選曲に対して、一人ひとりが自分事

としてよく考えて意見を述べてくれました。合唱コンクールへの思いを大変強く感じることができ

ました。また合唱コンクールという行事をとても大切に思ってくれていることがとても嬉しく感じ

ました。 

アンケートに協力してくれた３年生の皆さん、ありがとうございました。 

何よりも合唱コンクールの主役である生徒の皆さんが達成感と満足感を得られることが一番大

切です。中学校最後の集大成となる合唱コンクールで７６期生の足跡をぜひ残して欲しいと思いま

す。 

 

いよいよ夏休みに入ります。生徒の皆さん、有意義な夏休みを過ごしてください。そして、サマ

ースクール、２学期の始業式で元気な姿を見せてくださいね。 

保護者、地域の皆様におかれましては１学期間大変お世話になりました。２学期もよろしくお願

いいたします。 


